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夏の盛りに
～オヤマボクチ～

三本槍岳方面の雲海

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 149

那 須 塩 原自 然 を 愛 そ う

草むしりをしていたら庭木からスズメバチが出てきました。中を見たらきれ
いな徳利の形をした巣。この形の巣を作るのはスズメバチでは1種だけで、5
～6月の作り始めでしか見られない形だそうです。成長を見守りたい気持ち
もありましたが、巣の成長とともにハチも増えるので泣く泣く駆除しました。

投稿者　　礒飛 義夫さん（60代男性  西三島）
撮影場所　自宅の庭にて（撮影日  H29.6）

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

椿の木に徳
とっくり

利 !?百景
なすしおばら

珍

7月20日号の次の箇所に誤りがあ
りました。お詫びして訂正いたし
ます。

○14ページ　
市民大学・地域歴史講座「塩原の
歴史と文学」

　（誤）午後1時30分～3時30分

　（正） 午前9時～正午

【お詫びと訂正】

那須塩原市役所
シティプロモーション課

「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

読者プレゼントに応募しない場合は☑をいれる

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

□ 応募しない

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８ ５ ０ １
お手数ですが

62 円切手を

貼ってください

広報なすしおばら 2017.8 No.303

オヤマボクチ（蕾）　撮影日時：2015.8.5　撮影場所：大峠

編集後記

オヤマボクチって

キク科
Synurus pungens 

山地の道沿いに生え、高さは1～1.5m になる。
茎頂に直径約4㎝程度のアザミのような暗紫
色の頭花をつける。頭花にはクモの糸のよう
なものが見られる。

　
8
月
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
夏
の
暑
さ

に
負
け
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
4
月
か

ら
の
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
き
て
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
行
っ
た
り

山
に
行
っ
た
り
、
少
し
だ
け
畑
で
野
菜
を
作
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
野
山
は
初
夏
の
花
が
終
わ
り
、
夏
か
ら
秋
の

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
平
地
に
も
花
は
咲
い
て

い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
比
較
的
高
い
山
に
咲

い
て
い
る
高
山
植
物
が
お
薦
め
で
す
。
日
射
し

は
暑
い
の
で
す
が
、
時
折
吹
い
て
く
る
爽
や
か

な
風
は
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。
特

に
、
大
峠
は
以
前
と
比
べ
る
と
、
す
ご
く
行
き

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
今
の
時
期
の
大
峠
に
は
、

ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ウ

ス
ユ
キ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ジ
ン
、
ウ
メ
バ
チ
ソ

ウ
な
ど
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
山
で
よ
く
目
に
す
る
オ
ヤ
マ
ボ
ク

チ
を
紹
介
し
ま
す
。
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
は
、
花
が

咲
く
と
ア
ザ
ミ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。ま
た
、葉

は
ゴ
ボ
ウ
の
よ
う
で
す
。実
際
、地
方
に
よ
っ
て

は
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
と
呼
ん
で
い
た
り
し
ま
す
。
オ

ヤ
マ
ボ
ク
チ
の「
ボ
ク
チ
」と
は
漢
字
で
書
く
と

「
火
口
」。火
起
こ
し
の
時
に
葉
の
裏
の
細
い
毛

を
使
っ
た
こ
と
に
よ
る
そ
う
で
す
。ま
た
、そ
の

細
い
毛
を
蕎
麦
の
つ
な
ぎ
に
使
っ
た
り
若
葉
を

餅
に
入
れ
た
り
す
る
地
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
の
葉
は
大
き
い
も
の
で
40
㎝

に
も
な
り
ま
す
。
葉
の
裏
は
白
っ
ぽ
く
、
細
か

い
毛
が
密
集
し
て
い
ま
す
。
珍
し
い
花
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
お
さ
む

　　　恐竜展を取材するために博物館に行
　　　くと、夏休みに入った子どもたちが
たくさんいました。やはり男の子の割合が
多いようで、恐竜は昔も今も変わらず彼ら
を惹きつける魅力を持っているようです。
私が子どものころはこの地域で恐竜を見る
ことなんてできなかったので、今の子ども
たちがとても羨ましく感じました。（平石）

　　　回の裏表紙で紹介している那須疏水
　　　旧取水施設。平成18年に国の重要
文化財に指定され、当時、そのことを紹介
する記事を作ったなぁと、ふとそんなこと
を思い出しました。歴史好きの私にとって
10年を経て再びこの文化財の記事を担当
することになり、不思議なめぐり合わせを
感じる今日このごろです。　　　　（興野）

大 今


